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今週から水泳学習が始まっています。運動会後の静けさから一転、にぎやかな声が響

いています。やっぱり東小学校はこうでないと。十分に体を動かしたり大きな声で笑っ

たりしているときが一番いい顔をしています。もちろん、教室で静かに学ぶことも大事

ですが、そればかりでは…。心なしか、プールサイドの先生たちの表情も明るいです。

保護者の皆様にとっては毎日の洗濯と体調確認というお仕事が増え、ご負担をおかけい

たしております。ご協力に感謝申し上げます。

楽しいばかりの時間とはいかないのが水泳のもう一つの側面。苦手な人もいますし、

事故の可能性もほかの授業よりぐっと高まります。だからこそ、心の中に標記の言葉

「水となかよし」を留めておいてほしいと願っています。

水泳が得意な児童にとってのなかよし、苦手な児童にとってのなかよし、それぞれに

内容が違います。速く泳ぐ、長く泳ぐ、まっすぐ泳ぐ、息を止める、潜る、顔に水をつ

ける、浮く。誰もが一つずつ乗り越えて水との距離を近づけてきています。小学校の水

泳学習は水との距離を少しでも縮められる時間にしてほしい。その結果、プール終いを

する頃には「６月よりもこんなことができるようになった自分」を感じてほしいと思い

ます。

わたくし事ですが、小学校３年生になるまで、ほとんど泳ぐことができませんでした。

悔しくて練習をしていると、クラスで一番速く泳げた友人が励ましてくれました。「で

きる、できる、大丈夫、大丈夫」「あと少し、あと少し」単純な言葉ですが、ものすご

く力が湧いてきたことをはっきりと覚えています。水の中にいるときには普段とはまた

違った聞こえ方がするのでしょうか。お陰様で走る以上に泳ぐことが好きになれました。

私にとっての水となかよしは、彼とのなかよしの思い出でもあります。
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